


























 二つ目は，文書クラスタリングでよく利用される LDA（潜在的ディリクレ配分法，Latent 
Dirichlet allocation）を音韻クラスタリングに適用する方法である．音韻クラスタリングの
構造に着目すると，トライフォンの各状態やクラスタをノード，データの共有関係をリンク
とするネットワーク構造であることが分かる．本研究ではネットワーク構造に基づいて各ト
ライフォンの状態を自動的にクラスタに割り当てる手法として，LDA の適用を考えた。こ
の手法では LDA の単語に対応する確率ベクトルをトピックとトライフォンの状態に対応
させ，その初期化の検討を様々な条件で行った．また変分 EM 法を用いてパラメータ推定
を行った．LDAクラスタリングを利用した音声認識実験では TBCのみの結果よりも精度が
向上し，また初期パラメータに最適な設定方法があることが示唆された． 
